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13th International Phycological Congressに参加して
如澤 侑汰

　国際藻類会議（International Phycological Congress: IPC）は，
国際藻類学会（International Phycological Society: IPS）が主
催している国際会議です。私が参加した第 13回大会は 2025

年 6月 8日～ 13日に，フィリピン・ボホール州パングラオ島
のヘナンリゾートで開催されました。私にとっては国際学会
だけでなく海外渡航自体も初めてであり，緊張しながら会場
へ向かいました。移動は東京からフィリピンへ渡り，その後，
国内線でボホール島へ向かいました。現地は交通量が多く，
人々が車やバイクの前を当たり前のように横切る様子に驚か
されるなど，環境の違いも実感しました。
　学会初日は海辺でWelcome Receptionが行われ，翌日には
会場内で Opening Ceremonyが実施されました。会場がリゾー
ト施設ということもあり，特に最初のうちは賑やかさと華や
かさに圧倒されましたが，周囲の参加者と交流を重ねるうち
に会場の雰囲気にも徐々に慣れることができました。3日目の
Student Night（若手交流会）では，フィリピンや藻類に関す
るクイズなどのゲームを通して多くの参加者と打ち解け，楽
しい時間を過ごせました。日本から参加されている方は想像
よりも少なく，大型藻類の分野の学生は私を含め 6名しかお
りませんでした。
　私は，ホンダワラ属の海藻であるヨレモク Sargassum 

siliquastrumとエゾノネジモク Sargassum yezoenseの間で生 ポスター発表の様子

Student Nightの様子（左から Kyeong-Tae Leeさん，南口蒼太さん，私，Zheng Qinさん，Ace Carmenさん，Whelver Naldoza Surnidoさん）
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じている遺伝子流動に関する研究についてポスター発表を行
いました。英語力に不安があり発表前はとても緊張していま
したが，当日は想定以上に多くの方がポスターを訪れてくだ
さり，拙い英語にも丁寧に耳を傾けてくださいました。ホン
ダワラ類に詳しい方だけでなく，これまで馴染みのなかった
方からも様々なご意見をいただき，遺伝子流動の結果を踏ま
えた分類学的な示唆も得られました。分類学的な課題には今
後も継続して取り組み，結論をとりまとめられるように努め
ていきたいです。ポスター発表後も，自分のポスターを見て
いた方に積極的に声をかけたのですが，英語力の不足により，
ご質問くださった方々のお名前をお聞きすることができな
かったことが心残りです。次の国際学会に参加する際には余
裕をもって話せるように，英語学習が必要です。また，大型
藻類分野のポスター発表賞として北海道大学水産科学院に所
属している博士後期課程 1年のWhelver Naldoza Surnidoさ
んが受賞されました。おめでとうございます。
　本大会では基調講演が 4件，口頭発表が 127件，ポスター
発表が 124件ありましたが，ホンダワラ属の海藻に関する発
表は私のもの以外に 6件のみでした（大会プログラムに基づ
いた集計）。その中でも，韓国のグループがヒジキ Sargassum 

fusiformeとウミトラノオ Sargassum thunbergiiのゲノム情報
を新たに解読し，生育環境への適応に関する遺伝的基盤につ

いて発表しておりました。ホンダワラ属ではゲノム情報がま
だ十分ではありませんが，ゲノム解析を活用したアプローチ
の可能性を強く感じました。
　発表以外でも，国際交流の面で貴重な経験を得ることがで
きました。済州大学校の知人であるDr. Christophe William 

Vieiraさんとは昼食などをご一緒し，近況や学会での出来事，
そして今後の研究について意見交換ができました。また，北
海道大学水産科学院から参加したフィリピン出身のWhelver 

Naldoza Surnidoさんの繋がりから現地学生との交流も広がり
ました。フィリピン大学ディリマン校の学生から現地の料理
や文化について紹介していただき，日本の文化やアニメにつ
いても尋ねられ，相互に話が弾んで，日によっては夜遅くま
で盛り上がる日もありました。
　今回の国際学会への参加は，研究と国際交流の両面で非常
に有意義なものとなりました。また，日常会話にとどまらず，
英語で議論する力の必要性も強く感じました。次回の IPCの
開催地は未定です。機会に恵まれれば国際学会に参加し，海
外の研究者との交友関係を築いていきたいです。また，国内
外の学会で演者として参加できるように日々の研究活動に励
んでいきます。

（北海道大学大学院水産科学院）


